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７－１．操作説明 

７－４．操作説明 

７－３．操作手順 

７－５．操作説明 

■設定手順 
1)最初に、システムパラメータを設定します。 
 PV/SVモード→ユーザーパラメータモード→システムパラメータモード 
2)次にユーザーパラメータを設定します。 
 PV/SVモード→ユーザーパラメータモード 
3)最後に、SVを設定します。 
 PV/SVモード PV/SVモード : 7-2.7-3.参照 

ユーザーパラメータモード : 7-4.参照 
システムパラメータモード : 7-5.参照 

７－２．操作説明 

電源投入 

注：※印のパラメータは条件によって表示されない場合があります。 

(例)入力の種類 

PV 

SV 

PV 

SV 

PV 

SV 

(例)設定範囲上限 
(例)設定範囲下限 

上記の過程は自動的に行われます。 

PV/SVモード アイコンはキー操作を意味します。 

《 《 《 《 

注：※印のパラメータは条件によって表示されない場合があります。 

SVモード アイコンはキー操作を意味します。 

PV 

SV 

PV 

SV 

略 号 名  称 設 定 範 囲 出荷時の値 

Sv1(表示なし） 主制御設定値 設定範囲の下限値～設定範囲の上限値 設定範囲下限値 
 副制御設定値 

（工場オプション） 
設定範囲の下限値～設定範囲の上限値 設定範囲下限値 

RUN/STOP 

測定値 

設定値 

PV 

SV 

測定値 

設定値 

PV 

SV 

操作画面 

操作画面 

測定値 

設定値 

PV 

SV 

操作画面 
《 

《 

3秒 

3秒 

通信パラメータ 

PV 

SV 

測定値 

測定値 

設定値 

PV 

SV 

操作画面 

《 

《 

3秒 

通信パラメータ 

通信仕様は、 

＜通信取扱説明書＞ 

が付属します。 

※ 

アイコンはキー操作を意味します。 

アイコンはキー操作を意味します。 

ロックモード アイコンはキー操作を意味します。 

測定値 

設定値 

PV 

SV 

操作画面 

《 《 3秒 

ロックの種類 ロックの内容 

 全て設定可 

 SVと警報(AL1,AL2)のみ設定可 

 警報(AL1,AL2)のみ設定不可 

 SVのみ設定可 

 SVのみ設定不可 

 警報(AL1,AL2)のみ設定可 

 SVと警報(AL1,AL2)のみ設定不可 

 全て設定不可 

PV 

SV 

測定値 

設定値 

操作画面 

ユーザーパラメータモード 

システムパラメータモード 

《
 3秒 

アイコンはキー操作を意味します。 

注：※印のパラメータ 
は条件により表示され 
ない場合があります。 

パラメータモード内で 
   を同時に押すと 
 
 
 
 
 
に戻ります。 

PV 

SV 

測定値 

設定値 

手動調節モード 
mASで1を設定し、 
を押す 
 
 
 

PV 

SV 

測定値 

出力量 

オートチューニング 
主制御がPID制御時、
AtUで1を入力し、  を
押す 
 

ATランプ点滅 

PV 

SV 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET SET 

SET 

SET 

SET SET SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ ※ ※ 
※ 

システムパラメータモード アイコンはキー操作を意味します。 

に戻る 

SET 

図中の※印は、条件に 
より表示されないパラ 
メータです。 

システムパラメータモード
内で  キーを押しながら 
  キーを押すと電源投入
直後の状態へ移ります。 

SET 

SET 

《
 

○システムパラメータモードの入り方 
ユーザーパラメータモードの「PASS」で 
パスワード[0123]を入力後  キーを押す。 SET 

《
 

SET 

SET 

SET 

略号 表示項目 表示範囲 

 主制御の出力量 0.0～100.0％ 

 副制御の出力量（工場オプション） 0.0～100.0％ 

 ヒータの電流値（工場オプション） 0～110A 

 伝送出力量（工場オプション） 

PV：-10.0～110.0％ 

SV1 

o-1    0.0～100.0％ 

o-2 
 

《 

現在値 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

※ 

※ 

SET 

※ 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

SET 

※ 



 

 
８－１．パラメータリスト 

ユーザーパラメータモード 

８－２．パラメータリスト 

システムパラメータモード 

８－３．パラメータリスト ９－１．システムパラメータ 

略号   名 称 設定範囲 出荷時の値 

  主制御感度 dp:1･0.1/0.1～100.0 dp:0.01/0.01～10.00 2.0 

  主制御比例帯 dp:1･0.1/0.1～999.9 dp:0.01/0.01～99.99 30.0 

  積分時間 0～3600 秒 0 の時積分動作なし 240 秒 

  微分時間 0～3600 秒 0 の時微分動作なし 60 秒 

  主制御比例周期 1～120 秒 20 秒 ※１ 

  
アンチリセット 
ワインドアップ 

比例帯の 0.0%～100.0% 100.0% 

  

マニュアルリセット 

主制御積分時間が 0の場合に表示 

50.0％ 設定範囲：-100.0～100.0% (加熱冷却 PID) 

設定範囲：0.0～100.0%(その他の場合) 

  オートチューニング 0:終了/中止 1:開始 0 

  セルフチューニング 0:機能なし 1:機能あり 0 

  副制御感度 ※ dp:1･0.1/0.1～100.0 dp:0.01/0.01～10.00 2.0 

  副制御比例帯 ※ 主制御比例帯の 1～1000% 0:設定不可 100% 

  副制御比例周期※ 1～120 秒 20 秒 ※１ 

  
入力補正値 

dp:1･0.1/-199.9～999.9 
dp:0.01/-19.99～99.99 

0.0 

  
デッドバンド ※ 

dp:1･0.1/-100.0～100.0 
dp:0.01/-10.00～10.00 

0.0 

  
第一警報動作点 

下限値：-199/-199.9/-19.99 
（dP  ： 1/  0.1/  0.01） 
上限値：表示範囲上限 

0 

  第二警報動作点 ※ 第一警報動作点と同じ 0 

  
主制御ｼﾌﾄ設定値 ※ 

下限値：dp 1･0.1･0.01:-199/-199.9/-19.99 
上限値：表示範囲の上限 

0 

  副制御ｼﾌﾄ設定値※ 主制御シフト設定値と同じ 0 

  ヒータ断線警報 ※ 0～100A 30A 

  ループ断線警報 設定範囲：0～7200 秒 0 の時機能しない 480 秒 

  ﾙｰﾌﾟ断線ﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 設定範囲：0～表示範囲上限 0 

  
バーンアウト出力量 

設定範囲：-100～100%（加熱冷却 PID） 
0% 

    ：0～100%（その他の場合） 

  
手動調節開始 

0：手動調節待機 
1：手動調節開始 

0 
記憶しない 

 パスワード 変更不可 0123 

※は工場オプション 
※１は電圧出力：2秒(inP を変更すると 20 秒)／電流出力：1秒 
注：dP は分解能を意味します。 

T2739-G260

項 略 語 名 称 説           明 出荷時の値 
1 inP 入力の選択 

種別 
表示 

記号 

表示範囲（入力範囲） 
単位 

Ｋ 

分解能0.1 分解能1 

K(CA) 
 

 
-50.0～999.9 -50～1372 ℃ 

J(IC) 
 

 
-50.0～999.9 -50～1100 ℃ 

T(CC) 
 

 
-199.9～400.0 -199～400 ℃ 

E(CRC) 
 

 
-199.9～750.0 -199～750 ℃ 

R(13%PR) 
 

 
 0～1760 ℃ 

S(10%PR) 
 

 
 0～1760 ℃ 

B(30%PR) 
 

 
 0～1800 ℃ 

Pt100 
 

 
-199.9～650.0 -199～650 ℃ 

1-5V 

4-20mA 

 
-199.9～999.9 

(-19.99～99.99) 

※注1 

-199～3200 なし 
0-5V 

0-20mA 

 

2 C-F 温度単位選択 熱電対、白金測温抵抗体入力の時設定可 
摂氏：Ｃ、華氏：Ｆ 

Ｃ 

3 dP 表示分解能 

の選択 

設定 
記号 

分解能 熱電対 白金 
測温体 

電流 
電圧 

1 
◎は入力毎
の初期設定 1 1 ◎ ○ ○ 

0.1 0.1 ○ ◎ ◎ 

0.01 0.01 × × ○ 

4 SL-U ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限値 

(A-1／A-2) 

表示範囲下限～SL-F－1   ：dp＝1 

表示範囲下限～SL-F－0.1  ：dp＝0.1 

表示範囲下限～SL-F－0.01 ：dp＝0.01 

表示範囲 

下限値 

5 SL-F ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限値 

(A-1／A-2) 

SL-U＋1～表示範囲上限   ：dp＝1 

SL-U＋0.1～表示範囲上限 ：dp＝0.1 

SL-U＋0.01～表示範囲上限 ：dp＝0.01 

表示範囲 

上限値 

6 Sv-L 設定範囲下限 SL-U～Sv-H－1   ：dp＝1 

SL-U～Sv-H－0.1 ：dp＝0.1 

SL-U～Sv-H－0.01 ：dp＝0.01 

表示範囲 

下限値 

7 Sv-H 設定範囲上限 Sv-L＋1～SL-F   ：dp＝1 

Sv-L＋0.1～SL-F ：dp＝0.1 

Sv-L＋0.01～SL-F ：dp＝0.01 

表示範囲 

上限値 

8 SUb 副制御 

(工場ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

0：副制御なし 

1：副制御あり 

1 

9 Svm 制御種類 

(工場ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

1：1設定動作(Sv1のみ使用) 

2：2設定動作(Sv1、Sv2使用) 

1 

 

■システムパラメータ inP の設定 
 ①ユーザーパラメータモードのPASS画面でパスワードを入力後、  キーを押すとシステム 

  パラメータモード画面に移行します。 

  最初に表示されるパラメータが入力の種類を設定するinPパラメータです。 

 ②  ／   キーで希望する入力の表示記号を選択し、  キーを押して登録します。 

  入力の表示記号については、「8-2 パラメータリスト」の「入力の選択」を参照 

  してください。  

注意：inP及びdP,C-Fを変更するとパラメータの値が変わります。ご注意ください。 

 ○inP,C-F,dP変更による他のパラメータの影響 

  ・inP,C-F,dPを変更すると､他のパラメータは､変更後の入力,温度単位,小数点位置に基づいて 

   初期化されます。※１ 

  ・変更するパラメータにinP,C-F,dPのどれかが含まれている場合は、最初にこの3つの 

パラメータを変更してください。 

  ・inPとdPの両方を変更する場合は、inPを先に変更してください。 

※１ 初期化しないパラメータ 

  ・ユーザーパラメータ Hb,LbA 

  ・システムパラメータ inP,C-F,dP,boS,mAn,dFt 

 注：dpはinP変更時のみ、熱電対：1、その他：0.1に初期化されます。 

SUb,oUt1,oUt2 ：主／副制御の制御動作内容 

 AL1C,AL2C ：第一／第二警報動作内容 

 AL1o,AL2o,ALLo,ALHo ：第一／第二,ﾙｰﾌﾟ断線,ﾋｰﾀ断線警報出力 

 Ao,Evt,ComU ：工場オプション 

  ・通信パラメータ Adr,bPS,bit,int  ：工場オプション 

 

  dP 変更が影響するパラメータの初期値 
 dP：1 dP：0.1 dP：0.01 

(A-1、A-2のみ) 
dF-1 2.0 0.20 

P-1 30.0 3.00 

dF-2 2.0 0.20 

in-S 0.0 0.00 
db 0.0 0.00 

AL-1 0 0.0 0.00 

AL-2 0 0.0 0.00 

SFt1 0 0.0 0.00 

SFt2 0 0.0 0.00 

Ldb 0 0.0 0.00 
SL-U -199 -199.9 -19.99 

SL-F 3200 999.9 99.99 

A1db 1.0 0.10 

A2db 1.0 0.10 

SET 

《 》 SET 

システムパラメータの続き 

項 略  語 名 称 説  明 出荷時の値 

10 oUt1 主制御出力動作 制御動作参照（9-2） rP 

11 oUt2 
副制御出力動作 

（工場オプション） 
制御動作参照（9-2） n2 

12 AL1C 第一警報種類 警報種類参照（9-2） HL 

13 AL2C 
第二警報種類 

（工場オプション） 
警報種類参照（9-2） ブランク 

14 A1db 第一警報動作感度 
dp：1,0.1／0.01 

0.1～100.0／0.01～10.00 
1.0 

15 A2db 
第二警報動作感度 

（工場オプション） 

dp：1,0.1／0.01 

0.1～100.0／0.01～10.00 
1.0 

16 AL1o 第一警報出力 警報出力先選択参照（9-3） AL1 

17 AL2o 
第二警報出力 

（工場オプション） 
警報出力先選択参照（9-3） AL2 

18 ALLo ループ断線警報出力 警報出力先選択参照（9-3） ブランク 

19 ALHo 
ヒータ断線警報出力 

（工場オプション） 
警報出力先選択参照（9-3） ブランク 

20 Ao 
伝送出力 

（工場オプション） 
伝送出力参照（9-3） PV 

21 Evt 
イベント機能 

（工場オプション） 
イベント機能参照（9-3） ブランク 

22 boS バーンアウト出力 バーンアウト制御参照（9-5） 0 

23 Atm 安定判断係数 0～200 100 

24 AtP 比例帯係数 0～200 67 

25 Ati 積分係数 0～200 16 

26 mAn 手動調節機能選択 手動調節機能参照（9-5） 0 

27 dFt デジタルフィルタ 0～100秒：0はフィルタなし 1 

28 ComU 
通信機能選択 

（工場オプション） 

0の時 通信機能なし 

1の時 通信機能あり 
1 

※副制御と第ニ警報はどちらかの選択になります。 

※注 2 
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